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児　童　書

図書だより

問い合わせ
倉治図書館（℡   891・1825）、青年の家図書室（℡   893・4881）

一　般　書

影なし山のりん
　宇佐美敬子　学研教育出版
しもばしら
　細島雅代　岩崎書店
ねこ探！
　村上しいこ　ポプラ社
いつでもしろくま
　斉藤洋　小峰書店
にがいおくすりのめるかな
　深見春夫　岩崎書店
旅するめいろ　日本編
　角愼作　ユーキャン学び出版
ゆめみの駅遺失物係
　安東みきえ　ポプラ社
巨大隕石から地球を守れ
　高橋典嗣　少年写真新聞社

ぐつぐつ、お鍋
　阿川佐和子他　河出書房新社
自分らしい暮らし
　主婦の友社
峠しぐれ
　葉室麟　双葉社
ご破算で願いましては
　梶よう子　新潮社
数字は武器になる
　野口悠紀雄　新潮社
半幅帯の本
　大竹恵理子　河出書房新社
インターネット・ゲーム依存症
　岡田尊司　文藝春秋
一生動ける体のつくり方
　石井直方　池田書店

お知らせ

図書館（室）の祝日開館
　倉治図書館と青年の家図書室は、2月11日の祝日を開館します。
開館時間は午前10時から午後5時です。どうぞご利用ください。

粗大ごみ予約受付センター（粗大ごみ予約受付センター（℡   ℡   891・891・55
ごみなしごみなし

374374　午前 9時～午後5時）　午前9時～午後5時）
※間違い電話が多発しています。電話番号は正確にお願いします。※間違い電話が多発しています。電話番号は正確にお願いします。

資源ごみ・粗大ごみ　月 1回

2 月のごみ収集日
問い合わせ　環境事業所（℡   892・2471）

▽ごみはきっちり分別し、決められた日の午前 8時 45 分までに決められたところへ出してください。

▽      可燃粗大ごみ（＝燃える粗大ごみ・1か月 4点以内）、不燃粗大ごみ（＝燃えない粗大ごみ・1か月 4点以内）は、粗
大ごみ予約受付センターへ申し込みが必要です。月～金の祝日も受付を行っています。受付期間は各収集日の 1か
月前～ 1週間前です。（詳しくは「交野市ごみ出しマニュアル」をご参照ください。）

▽持ち込み粗大ごみ（有料分）は、水・土・日曜日を除く午前 9時～午後 4時 30 分に環境事業所で受け付けています。

普通ごみ（生ごみなどの可燃ごみ）　週 2回

曜日 収　集　地　区

月
・
木

倉治・東倉治・神宮寺・郡津・森・森北・森南（私市の一
部を含む）・幾野・天野が原町・青山・向井田・行殿・浜
の池・梅が枝・松塚・寺・寺南野・私部西・駅前住宅（私
部 4丁目・私部長砂町）・傍示

火
・
金

私市・私市山手・私部（一部を除く）・私部南・南星台・
藤が尾・星田・星田北・星田西・星田山手・妙見坂・
妙見東

月 火 水 木 金

収集
地区

藤が尾・
妙見坂・
妙見東・
私市・私
市山手

幾野・梅が枝・
私部西・郡津・
松塚・私部 4
丁目一部（77
番～ 80番）

天野が原町・
私部（一部を
除く）・私部南・
寺・寺南野・森・
森北・森南

星田・星田
北・星田西・
星田山手・
南星台・傍
示

青 山・
倉 治・
東倉治・
神宮寺・
向井田

収集地区 4日（水）11日（祝）18日（水）25日（水）

幾野・倉治・東倉治・
神宮寺・寺・寺南野・
森・森北・森南・傍示

可燃粗
大ごみ

不燃粗
大ごみ

空缶・
空びん
など

新聞・
雑誌など

天野が原町・郡津・
藤が尾・梅が枝・松
塚・私部 4丁目一部
（77番～ 80番）

新聞・
雑誌
など

可燃粗
大ごみ

不燃粗
大ごみ

空缶・
空びん
など

私部(一部を除く)・私
部南・私部西・青山・向
井田・私市・私市山手

空缶・
空びん
など

新聞・
雑誌など

可燃粗
大ごみ

不燃粗
大ごみ

星田・星田北・星田
西・南星台・妙見坂・
妙見東・星田山手

不燃粗
大ごみ

空缶・
空びん
など

新聞・
雑誌など

可燃粗
大ごみ

ペットボトル・プラスチック製容器包装（廃プラ）　週 1回

いっしょに
読んで

絵 本 か
ら 物 語 へ

「チムとゆうかんなせんちょうさん」 

　エドワード・アーディゾーニ　作
瀬田貞二　訳
福音館書店

　船乗りに憧れる
男の子チムは、あ
る日、出港間近の
汽船にもぐり込み
ます。見つかって
ひどく叱られ、密
航者として労働を
強いられますが、
一生懸命働くうちに船員たちに気
に入られます。ところが、船が嵐
に見舞われ、チムは船長と二人、
船に取り残されてしまいました。
　淡い色彩のページと、きめ細やか
なペン画のモノクロページが交互
に構成され、港町の静けさや荒れ
狂う海をいきいきと描き出します。
　その海に果敢に立ち向かうチム
の姿や、大人顔負けの行動、そし
てそれを受け入れ、彼を一人前に
扱う大人たちの様子に読み手は驚
き、憧れることでしょう。
　作者が 5歳の息子のために描
いた本作品は、幼年海洋文学の古
典として世代を超えて読み継がれ
ています。


